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ある 年の 正月 下旬で ある。 寒い 風の ふく 宵に 半七老 

せんとう 

人 を 訪問す ると、 老人 は 近所の 銭湯から 帰って来 たと 

あさゆ 

ころであった。 その 頃 はま だ 朝湯の 流行って いる 時代 

で、 半 七 老人 は 毎朝 六 時 を 合図に 手拭 を さげて 出る と 

聞いて いたのに、 日が 暮れてから 湯に 行った の は 珍ら 

しいと 思った。 それにつ いて、 老人の 方から 先に 云い 

出した。 

「今夜 は 久し ぶ りで 夜の 湯へ 行き まし た 。 日が 暮れ て 

から 帰って来た もんです から ：：： 」 



「それでも 相当に 繁昌し たんで しょうね」 

「今程じゃありません が、 御 縁日に は なかなか 繁昌し 

ました」 と、 老人 はうな ずいた。 「なんでも 文化の 初め 

頃に、 十 一 代将 軍の 川 崎 御 参詣が あった そうで …… 。 

やくよけ 

御 承知の 通り、 川 崎 は 厄 除 大師と 云われる のです から、 

将軍 は 四十 一 一 の 厄年で 参詣に な つたの だ と 云う ことで 

V ぼラ 

した。 それが 世間に 知れ渡る と、 公方 様で さえ も 御 参 

詣 なさる の だからと 云う ので、 また 俄かに 信心 者が 増 

して 来て、 わたくし 共の 若い とき にも 随分 参詣人が あ 

りました。 明治の 今日は そんな こと も 無いで しょうが、 

昔 はわた くし 共の ような 稼業の 者に は 信心 者が 多う ご 



ら 蹴る やら 散々 にさい なんだ。 女 は 悲鳴 を あげて 逃げ 

まわる の を、 かれは 執念ぶ かく 追い まわした。 

それ を 見て、 店の 男 や 女 もお どろいて、 彼ら は 鶏 を 

叱って 追い やろうと したが、 かれは 狂える ように 暴れ 

まわって、 あくまでも 女 を 追い 搏と うとす るので ある- 

半 七 も 庄太も 見 かねて 立ち あがる と、 女 は 逃げ場 を 

失った ように 庄 太のう しろに 隠れた。 鶏 は 五、 六尺 も 

飛び あがって、 又もや 女を搏 とうとす るので、 半 七 は 

きせる 

持って いる 煙管で 一 つ 撃った。 撃 たれて 一 旦は 土間に 

落ちた が、 かれはす ぐに 跳ね起きて 又 飛び かかって 来 

た。 その 燃える ような 眼の ひかりが 鷹よりも 鋭い の を 



いた。 

「はい。 昨年の 五月 頃 だと 覚えて 居ります。 十 羽 ほど 

めんどり 

の 鶏 を 籠に 入れて、 売りに 来た 者が ありまして、 雌鶏 

と 雄鶏の ひと 番ぃを 買い ましたが、 雌鶏の 方 は 夏の 末 

お おす 

に斃 ちて しまいまして、 雄の 方 だけが 残りました。 そ 

れ でも ほかの 鶏と 仲良く 遊んで 居りまして、 ふだん は 

暄嘩 なぞ をした 事 もありませんで したが、 不意に 気で 

も 違った ように 暴れ出して、 人に こそ よれ、 女のお 客 

さまに 飛び かかって、 あんな 怪我 を させまして …… 。 

な ん とも 申し訳が > /ざいません」 

「その 鶏 を 売りに 来た 男と いうの は、 始終 ここらへ 



にも 思われる。 まあ、 無駄と 思って 洗って みょう ぜ」 

「承知し ました」 

「それから、 あの 女房 は 鶏 を 絞める と 云って いたが、 

もし まだ 無事で いるよう だったら、 もう 少し 助けて 置 

くように 云 つ て くれ」 

この頃の 春の 日 はま だ 短い ので、 二人 は 暗くな つて 

から 江戸へ はいった。 途中で 庄 太に 別れて、 半 七 は 三 

河 町の 家へ 帰る と、 すぐに 手拭 を さげて 出た。 

「信心まい りに 行って、 愚痴 を 云つ ちゃ あ 済まね えが、 

きょうは 全く 寒かった」 

近所の 銭湯へ ゆく と、 五ッ (午後 八 時) 過ぎの 夜の 



「親分 も 御 参詣でした か」 と、 善吉は 店の 火鉢 を 半 七 

の 前へ 押し やりながら 云った。 「ずいぶんお 寒う) J ざ 

ん したね」 

さ 

「そこで、 早速 だが 少し 訊きたい ことがある」 と、 半 

七 は 店に 腰 を かけた。 「ゆうべ はお 前さん は、 鳥 亀と 

かいう 軍鶏 屋の話 をし なすって いたね」 

「じゃあ、 お前さん も 聴いて おいでな すった のです か」 

「柘榴 口の なかで 聴いて いました よ。 一体 その 軍鶏 屋 

は 何処です え」 

「 以前 は 浅 草 の 吾妻橋ぎ わにあった のです が、 亭主が 

死んだ ので 店 を 仕舞って、 おかみさん は 品 川の 方へ 



内して 行った ことがあ リ ましたよ」 

せった うち 

「むむ。 雪駄の 皮の ような 軍鶏 を 食わせた 家 だ。 そこ 

で、 きのう はどうした。 大 森へ 出かけた か」 

「行き ましたよ。 相 変らず 道が 悪く つて …… 。 あの 茶 

屋へ 行って 訊いて みると、 あれから 医者が 来て 手当て 

をして、 女 は 駕籠に 乗って 帰った そうです。 駕籠 屋の 

話 を 聞く と、 送り 着けた 先 は 品 川の 南番 場で、 海 保 寺 

という 寺の 門前 …… 。 それから 帰りに 視 いて 見ました 

ヽ, あん おも 

ら、 女の 家 は 桂庵で、 主に あの 辺の 女郎屋 や 引手 茶屋 

や 料理屋の 女の 奉公人 を 出したり 入れたり している よ 

うです。 女 は 去年の 三月 頃から 引っ越して 来て、 二十 



門に なった そうで …… 。 こうなる と 親分の いう 通り、 

ちっと 変な 事に なりそう です ね。 これから 矢 切へ 行つ 

て 見たところで、 去年の こと じゃあ 仕様が ねえから、 

いっそ 矢 口へ 行って みまし ようか。 大 森の かみさん は 

曖昧な こと を 云って いました が、 ほかの 女中に 力 マ を 

かけて、 鶏 を 売りに 来た 奴の &所を ちゃんと 突き 留め 

て 来ました。 そいつ は 矢 口の 新田 神社の 近所に いる 八 

蔵と いう 奴 だそう です」 

「矢 切で 死んだ 奴の 詮議に 矢 口へ 行く …… 。 矢の 字尽 

しも 何 かの 因縁 かも 知れね え。 おまけに どっち も 渡し 

場 だ」 と、 半 七 は 笑った。 「じゃあ 気の毒 だが 矢 口へ 



は五ッ (午後 八 時) 過ぎで 夜 は 真っ暗、 文次郎 はこ こ 

らの 案内 を 知らないので、 黙って 勇 二の あとに 付いて 

行く と、 鮫洲を 通り越して 鈴ケ 森の 緦手 にさし かかる。 

勇 二 は 草履の 鼻緒が 切れた と 云って、 提灯 を路 ばた に 

置いて 何時までも ぐずぐずして いるので、 文次郎 もど 

うした のかと 視 きに 来る と、 勇 二 は 不意に 手拭 を 文 次 

郎の 首に まき 付けて 絞め殺そう としたの が 巧く 行かな 

い。 そこで、 今度 は 隠して いた 匕首 をぬ き 出して、 滅 

茶 苦 茶に 突いた。 それでも 相手 は 侍です から 倒れな が 

らも 抜き 撃ちの 太刀 さきが 勇 一 一 の 右の 膝に あた つたの 

で、 勇 二 も 倒れる。 文 次郎も 倒れる。 文 次郎は その ま 
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